
行　　政　　評　　価　　表
電話番号
（内線）

基本目標 年度 H28 H29 H30 Ｒ01 Ｒ02

基本方針 予算額
（千円）

48,843 44,900 45,427

施策名 決算額
（千円）

42,822 43,236 45,201

決算額の内
繰越明許分 -

年度

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

防犯教室参加者数
小学校、幼稚園、保育園に
おける不審者対応・侵入訓
練などの参加人数（年間）

5,000人 5,000人 5,000人 5,000人 5,000人

4,983人 5,216人 5,979人

遅れ 順調 順調

679件 687件 595件

順調 順調 順調

市内における刑法犯認知件
数

三島警察署が市内で認知し
た窃盗や詐欺など刑法犯罪
の件数（年間）

750件 750件 750件 750件 750件

成果指標
【行政改革大綱における取

組事項名】
指標計算式（指標の説明） H28 H29 H30

（内線3832）

総合計画の
位置付け

Ⅰ　安全・安心に暮らせるまち

2　安全な暮らしを確保するまちづくり

１３　犯罪防止活動の推進<防犯>

Ｒ01 Ｒ02

Ⅰ-２-１３-（３）防犯設備の充実

Ⅰ-２-１３-（４）犯罪被害者などへの支援
所管する施策の

方向一覧

Ⅰ-２-１３-（１）防犯意識の啓発
※人件費、一般諸経費、交際費、積立金、繰出金、出資金及び公債費は
　 含まれておりません。

Ⅰ-２-１３-（２）地域ぐるみの防犯活動への支援
※予算費目表に再掲で表示されている事業は、再掲元の予算費目及び
　 総括表に予算額及び決算額を記載しています。

※赤字：補正・流用により当初予算額から変更した予算額

※繰越明許：年度内にその支出が終わらない見込みのあるものについて、
　 議会の議決を得て翌年度に繰越して使用するもの。
　 予算要求年度に予算額を、実執行年度に決算額及び繰越明許額を記載。

055－983－2701

平 成 ３０ 年 度　　　

所属部 環境市民部 所属課 地域協働・安全課 正職員数 10人
その他
職員数

7人



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

【行革取組項目】
次年度の対応方針

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

小学校・幼稚園・保育園の要望に基づき、防犯教室を実施した。加えて坂小学校で体験教室を１回実施し、小学校での不審者侵入訓練については
５回実施することができたことで、回数・参加人数が大幅に増加した。また、広報みしまや市民メールを通じて情報提供に努めるとともに、犯罪ゼロ
の日等の防犯活動を通じて、市民の防犯意識の向上を図った。多発する振り込め詐欺については、三島警察署と協力し、詐欺に関する電話が増加
した際は、同報無線や市民メールを活用し、即時対応した。さらに、みしま生活展やいずはこねふれあいフェスタ等のイベントにブース出展し振り込
め詐欺の啓発活動を行い、犯罪ゼロの日においても街頭キャンペーンで啓発品を配布して振り込め詐欺の注意喚起に努めた。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

静岡県くらし交通安全課、三島警察署の各部署及び防犯サポーター等のボランティア団体との連携を密にし、防犯対策を協働して行う。３１年度は、
引き続き、全公立小学校、幼稚園・保育園において防犯教室を実施する。
防犯講座については、小学校の入学説明会や老人会において実施するほか、平成３１年度は防犯ボランティアや教職員を対象とした防犯講座の実
施を検討する。

施策の方向 Ⅰ-２-１３-（１）防犯意識の啓発

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

静岡県くらし交通安全課、三島警察署の各部署及び防犯サポーター等のボランティア団体との連携を密にし、防犯対策を協働して行う。３０年度は、
引き続き、全公立小学校、幼稚園・保育園において防犯教室を実施する。また、小学校を対象とした不審者侵入訓練を実施および未実施校への呼
びかけを行う。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

小学校・幼稚園・保育園の要望に基づき、防犯教室及び不審者侵入訓練を引き続き実施する。多発する振り込め詐欺については、三島警察署や他
課と協力し、振り込め詐欺防止活動等を行うようにする。さらに、警察から詐欺電話が多発しているとの連絡があった際には、同報無線や市民メー
ルを活用し、即時対応する。そして、広報みしまの「防犯一口メモ」を通じて情報提供に努め、市民の防犯意識の向上を図る。



5 業務計画

No.

目標 1,550人 1,600人 1,650人 1,700人 1,750人

実績 1,180人 1,286人 1,050人

達成状況 未達成 未達成 未達成

目標 18回 18回 18回 18回 18回

実績 16回 17回 14回

達成状況 未達成 未達成 未達成

目標 2,610人 2,620人 2,620人 2,630人 2,640人

実績 2,548人 2,665人 2,575人

達成状況 未達成 達成 達成

目標 76人 76人 73人 73人 73人

実績 76人 73人 73人

達成状況 達成 未達成 達成

目標 600 600 600 600 600

実績 600 600 600

達成状況 達成 達成 達成

目標 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理

実績 26回 16回 20回

達成状況 達成 達成 達成

目標 5,023千円 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理

実績 5,023千円 5,019千円 4,998千円

達成状況 達成 達成 達成

１　市民防犯意識啓
発事業

5
犯罪ゼロの日　防犯活
動

配布数 維持

4
暴力団追放推進協議
会講習会

参加人数 維持

3 防犯パトロール 参加人数 維持

活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

H29 H30 Ｒ01
事業名 手段・業務内容

Ｒ02
改善内容、終了・休止理由、

目標値変更理由等

２　三島警察署管内
防犯協会に係る業
務

行政改革
大綱にお
ける取組

2 防犯講座 回数 維持

1 防犯講座 参加人数 維持

年度 H28

1 負担金の支払い 負担金額 維持

6 広報
発信回数（広報みし
ま・市民メール）

維持



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

1,973 (1,973) 741 (741) 1,078 (1,078)

1,785 (1,785) 668 (668) 940 (940)

5,023 (5,023) 5,019 (5,019) 4,998 (4,998)

5,023 (5,023) 5,019 (5,019) 4,998 (4,998)

２　三島警察署管内防犯協会負担金
(01,02,01,17,010,83)

維持

１　市民防犯意識啓発事業
（01,02,01,17,010,01）

維持

予算費目の事業名、補助金（細節）名

Ⅰ-２-１３-（１）防犯意識の啓発

Ｒ02歳出（千円）

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

行政改革
大綱にお
ける取組

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） Ｒ01歳出（千円）



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

施策の方向 Ⅰ-２-１３-（２）地域ぐるみの防犯活動への支援

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

地区安全会議補助制度を周知し、各地区安全会議における補助金利用の促進を努める。地区安全会議未結成地区が3地区存在するため、設置の
働きかけを継続していく。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

未結成地区への設置ついて、各小学校に個別訪問するとともに、地元自治会（町内会）の意向をききながら、関係課、学校支援本部と連携し、設置
の働きかけを継続する。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

申請のあった8団体について、適正に処理した。また、錦田小学校区地域安全会議を新設した。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

地区安全会議補助制度を周知し、各地区安全会議における補助金利用の促進を努める。地区安全会議未結成地区が2地区存在するため、設置の
働きかけを継続していく。

【行革取組項目】
次年度の対応方針



5 業務計画

No.

目標 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理

実績 6団体 7団体 8団体

達成状況 達成 達成 達成

目標 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理

実績 299千円 800千円 900千円

達成状況 達成 達成 達成

行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 H30 Ｒ01 Ｒ02

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

１　地域防犯活動補
助事業

2
地区安全会議補助金
交付

交付金額 維持

1
地区安全会議補助金
交付

交付団体数 維持



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

300 (300) 900 (900) 900 (900)

299 (299) 800 (800) 900 (900)

Ⅰ-２-１３-（２）地域ぐるみの防犯活動への支援

予算費目の事業名、補助金（細節）名

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） Ｒ01歳出（千円） Ｒ02歳出（千円）

１　地域防犯活動事業費補助金
（01,02,01,17,010,88,19,51）

削減

令和元年度は地区安全
会議の新設予定がな

く、活動継続に対する補
助のみであるため。

行政改革
大綱にお
ける取組



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

施策の方向 Ⅰ-２-１３-（３）防犯設備の充実

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

地域住民が不点灯・常時点灯など防犯灯に注意を払い、通報者となってくれるように意識の高揚を図り、維持管理は住民と市との協働作業であると
自覚を持ってもらえるように努める。　不点灯・常時点灯の市への通報については「広報みしま」などを通じて周知を図る。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

町内会、自治会からの要望に基づき、設置基準に基づいた適正な新設及び迅速な修繕に努め、市民の安全確保に努める。なお、「三島市防犯灯Ｌ
ＥＤ化導入促進事業」において、特殊規格であるためＬＥＤ化できなかった防犯灯をＬＥＤ灯に交換する。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

町内会、自治会からの要望に基づき、設置基準に基づいた適正な新設及び迅速な修繕に努め、市民の安全確保に努めた。また、ＬＥＤ化されてい
ない防犯灯５基をＬＥＤ灯に交換した。商店会の補助金については適正に処理した。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

地域住民が不点灯・常時点灯など防犯灯に注意を払い、通報者となってくれるように意識の高揚を図り、維持管理は住民と市との協働作業であると
自覚を持ってもらえるように努める。
不点灯・常時点灯の市への通報については「広報みしま」などを通じて周知を図る。

【行革取組項目】
次年度の対応方針



5 業務計画

No.

目標 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理

実績 19基 12基 18基

達成状況 達成 達成 達成

目標 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理

実績 14回 22回 37回

達成状況 達成 達成 達成

目標 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理

実績 16団体 16団体 16団体

達成状況 達成 達成 達成

目標 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理

実績 1,098千円 1,137千円 1,260千円

達成状況 達成 達成 達成

行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 H30 Ｒ01 Ｒ02

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

2　商店会補助金交
付業務

2 防犯灯維持管理 防犯灯修繕数 維持

1 防犯灯維持管理 防犯灯新規設置数 維持

１　防犯灯維持管理
事業

2 商店会補助金交付 交付金額 維持

1 商店会補助金交付 交付団体数 維持



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

37,802 (37,802) 36,825 (36,825) 37,176 (37,176)

34,606 (34,606) 35,612 (35,612) 37,104 (37,104)

1,768 (1,768) 1,400 (1,400) 1,260 (1,260)

1,098 (1,098) 1,137 (1,137) 1,260 (1,260)

Ⅰ-２-１３-（３）防犯設備の充実

予算費目の事業名、補助金（細節）名

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） Ｒ01歳出（千円） Ｒ02歳出（千円）

１　防犯灯維持管理事業
（01,02,01,17,010,02）

維持

行政改革
大綱にお
ける取組

２　防犯灯維持管理補助金
(01,02,01,17,010,89,19,51)

維持



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

担当職員の能力向上と市の犯罪被害者窓口の周知に努める。

【行革取組項目】
次年度の対応方針

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

関係職員に犯罪被害者等支援担当者研修会への参加を呼びかけ、犯罪被害者支援に関する関係職員の能力向上を図る。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

広報みしまの窓口一覧に掲載したほか、犯罪被害者週間についても広報みしまに掲載し周知を行った。

施策の方向 Ⅰ-２-１３-（４）犯罪被害者などへの支援

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

広報みしまなどにより、犯罪被害者窓口の周知に努める。

【行革取組項目】
今年度の実施計画



5 業務計画

No.

目標 2人 2人 2人 2人 2人

実績 1人 2人 2人

達成状況 未達成 達成 達成

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

１　犯罪被害者相談
事業

1
犯罪被害者支援講習
会

参加人数 維持

行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 H30 Ｒ01 Ｒ02

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

15 (15) 15 (15) 15 (15)

12 (12) 0 (0) 0 (0)

１　市民防犯意識啓発事業
（01,02,01,17,010,01）

維持

行政改革
大綱にお
ける取組

Ⅰ-２-１３-（４）犯罪被害者などへの支援

予算費目の事業名、補助金（細節）名

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） Ｒ01歳出（千円） Ｒ02歳出（千円）



電話番号
（内線）

基本目標 施策名

基本方針

正職員 その他職員

市民防犯意識
啓発事業

①防犯教
室・講座・パ
トロール・広
報（通年）
②犯罪被害
者相談（通
年）

③三島市暴
力団追放推
進協議会理
事会

④犯罪被害
者支援講習
会

⑤犯罪ゼロ
の日防犯活
動

879H

三島警察署管
内防犯協会に
係る業務

①負担金支
払い

94H

地域防犯活動
補助事業

①補助金案内

②補助金申
請 ③補助金交

付
④補助事業
審査

187H

防犯設備維持
管理事業

①新設・修
繕

561H

商店会補助金
交付業務

①補助金案
内

②補助金申
請

③補助事業
審査

④補助金交
付

94H

3月
従事見込時間数

平成30年度　スケジュール表 所属部 環境市民部 所属課
地域協働・

安全課
正職員数 10人

9月 10月 11月 12月 1月 2月事業名 4月 5月 6月 7月 8月

055－983－2701

総合計画の
位置付け

Ⅰ　安全・安心に暮らせるまち １３　犯罪防止活動の推進<防犯>

2　安全な暮らしを確保するまちづくり

その他職員数 7人
（内線3832）


